
令和５年度

全国果樹農業・近未来シンポジウム
～担い手育成・労働力確保、次世代への期待～

参加費無料
事前申込制

申込方法

開催場所

プログラム

農林水産省７階講堂（東京都千代田区霞が関１‐2-1）
オンライン（Webex）併用

令和６年２月９日（金）14:00～17:00
事前申込締切 ２月７日（水）12:00

＜主催＞
＜お問合せ先＞農林水産省農産局果樹・茶グループ 淺野、梶、西川 TEL：０３-３５０２-５９５７

申込フォームよりお申し込みください。

申込フォームはこちら
https://www.contactus.maff.go.jp/j/form/
nousan/tokusan/kajyu_symposium.html

◆開会・果樹農業をめぐる情勢について 14:00～14:15
農林水産省

鳥取中央農業協同組合
高知県北川村
株式会社マキュレ
農林水産政策研究所

◆座談会「地域・経営の課題と今後の果樹農業」16:00～16:50
登壇者： 株式会社ファームあおもり取締役 大湯周世

株式会社岡山フルーツ農園代表取締役 高原弘雅
有限会社マルキン代表取締役 福家崇 （敬称略）

全国の果樹産地で担い手の減少などによる生産基盤のぜい弱化が課題となっていることから、
担い手育成や労働力確保のため環境整備に取り組む先進事例の紹介や、地域の発展に向けて
近未来的な果樹経営を営む次世代の経営者の座談会を通じて、果樹農業の担い手育成・労働
力確保と労働生産性向上の機運を醸成するため本シンポジウムを開催します。

皆様のご参加をお待ちしております。

◆先進事例紹介（担い手育成・労働力確保） 14:15～15:50
１）水田転換梨団地への新規就農者の呼び込み
２）高知県北川村の地方創生に向けた挑戦
３）生産者と加工事業者の連携による加工りんご生産
４）フランス醸造用ぶどう産地における季節労働者不足
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